
図１ 第２回会議の専門家による問題領域と保護対象の重み付け結果 
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図２  発電所および道路を発生源とした場合における距離別の
(a) 地表濃度分布 (b) 人口密度分布  (c)汚染物質への累積暴露量

１桁以上の差異

解説：発電所と道路を走行する自動車とを比べると、煙源高度の違いから、後者では排出源のすぐ近くへ

の濃度寄与が大きい。しかも、後者では排出源の近くの人口密度が大きいため、同じ量の汚染物質が大気
中に排出された場合でも、拡散の過程で人々が吸う空気に達する割合は後者のほうが大きくなりやすい。
LCA で排出量を影響の大きさに換算する場合には、こうした違いに注意が必要である。 



図３　平均的な乗用車のライフサイクル大気環境負荷排出量の内訳

0%

20%

40%

60%

80%

100%

CO N O NOx SOx NMVOC

その他材料生産

鉄鋼生産

組立

原料採掘

原料輸送

原油採掘

原油輸送

石油精製

燃料供給

排出ガス

0E+00

1E-09

2E-09

3E-09

4E-09

耐用期間(10年）相当の国全体の排出量に対する１台あたりのライフサイクル排出量の割合

生産段階

使用段階
2 2

資 源 輸 入 に よ る 排 出

１
台

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

に
対

す
る

各
段

階
の

寄
与

の
割

合

13475t
6881t (99.4%)

Ｙ市資源化施設 問屋 製鋼ﾒｰｶｰ

9697t 廃棄 85t
68t (0.6%)

2816t
6075t

32t
(95.6%)

（集団回収） 中間処理業者
40t

廃棄 156t
1394t (4.4%)

2113t

8t (75.2%)

（事業者） 回収業者 537t
4263t 2802t (19.1%)

廃棄 160t
(5.7%)

回収量合計 製鋼ﾒｰｶｰへの搬入量
14001t 13475t

対回収量比 96.2%
対排出量比 45.9%

対排出量比 47.7%

9246t
Ｙ市分別収集

199t

6779t

家庭系

252t

事業系

8565t

事業者

29344t

Ｙ市焼却施設

Ｙ市焼却施設

集団回収

排出量

埋立

埋立

図４  Ｙ市における消費段階以降のスチール缶のマテリアルフロー（1996 年度）

注：問屋・中間処理業者・回収業者から発する数値の(  )内は、各搬出先・廃棄が全体に占める割合を示す。
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解説：再生材料のバンパへの使用比率が低い場合、材料生産過程やその上流（海外からの原料輸送）の排

出削減が部品生産（バンパ成形）過程での電力消費増加などで相殺されて純効果が小さくなるため、現状

ではスプラッシュシールド（泥よけ）へのカスケードリサイクルのほうが純効果が大きい。再生バンパへ
の再生材料の使用比率が大きくできれば、より大きな純効果が見こめる。 

図６　自動車バンパリサイクルによる環境負荷低減効果
（回収されたバンパ１台分あたり）
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図５ 各容器消費によるＹ市の環境インパクトのリサイクルによる低減効果 

（左から、現状、リサイクルⅠ、リサイクルⅡのシナリオの順） 
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リサイクルⅠは、概ね容器包装リサイクル法の目標達成に相当するシナリオ 

リサイクルⅡは、リサイクルをさらに促進するシナリオ 


